
居
住
者

素
人

担

得

」

検
証

あ
っ
た
。
実
際
に
住
み
、
長
期
の
使
用
に
耐
え
得
る
か

　
一
方

泉
北

「
在
宅

長
寿

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
が
平
成
18
・
19
年
度
に
一
部
地

    

　
（独）
都
市
再
生
機
構
（
以
下
「
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
」）
で

は
、
平
成
19
年
12
月
に
「
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
再

生
・
再
編
方
針
」
を
発
表
し
、
あ
わ
せ
て
団
地
別
の
整

備
方
針
も
開
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（http://w

w
w
.ur-

net.go.jp/stock/

）。 

　
こ
れ
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
・
世
帯
数

の
減
少
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
重
点
化
等
々

を
背
景
と
し
て
、
社
会
構
造
や
事
業
環
境
の
変
化
に
適

切
に
対
応
し
つ
つ
、
独
立
行
政
法
人
と
し
て
の
経
営
健

全
性
を
確
保
す
る
た
め
、「
人
が
輝
く
都
市
の
実
現
を

目
指
し
、
地
域
社
会
の
再
生
、
市
場
環
境
へ
の
適
切
な

対
応
に
よ
る
『
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
』
を
理
念
と

し
て
、
居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
確
保
し
つ
つ
、
地
域

及
び
団
地
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
再
生
・
再
編
を
行
っ

て
い
く
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
も
の
で

あ
る
。 

　
具
体
的
に
は
、
団
地
の
整
備
手
法
を 

●
団
地
再
生
（
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
団
地
を
再
生
） 

●
ス
ト
ッ
ク
活
用
（
既
存
住
宅
を
適
宜
改
善
） 

●
用
途
転
換
（
団
地
全
体
を
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
以
外
の
用

途
へ
転
換
） 

●
土
地
所
有
者
等
へ
の
譲
渡
・
返
還
等
（
借
地
に
よ
る 

市
街
地
住
宅
を

所
有
者
に
譲
渡
、

借
受
に
よ
る
賃

貸
住
宅
を
地
主

に
返
還
） 

の
４
類
型
と
し
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の

全
賃
貸
団
地
（
約

77
万
戸
）
を
こ
の

類
型
に
当
て
は
め
、

個
別
団
地
ご
と
の

再
生
・
活
用
方
針

を
定
め
て
い
る（
図

１
）。 

　
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
、
団
地
の
建

設
時
期
に
よ
り
整

備
方
針
を
一
律
に

定
め
る
（
昭
和
30

年
代 : 

建
替
、
昭

和
40
年
〜
50
年

代
前
半 : 

住
戸
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
）
の

で
は
な
く
、
団
地
・
地
域
の
特
性
や
団
地
の
経
営
状
況
、

組
織
と
し
て
の
体
力
等
の
様
々
な
条
件
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
柔
軟
で
多
様
な
手
法
に
よ
っ
て
既
存
の
ス
ト

ッ
ク
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
時
代
に

即
し
た
団
地
再
生
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
前

記
の
発
表
以
降
、
個
別
団
地
の
具
体
的
な
再
生
計
画
の

策
定
を
順
次
進
め
て
お
り
、
事
業
化
を
行
っ
て
ゆ
く
予

定
で
あ
る
。 

ストック活用

用 途 転 換

土地所有者等への譲渡、返還等

団 地 の 類 型

団 地 再 生
全面建替え

一部建替え

集　　約

まちづくりにより団地を再生

団地を全面的に建替え

団地の一部の建替えを予定し、一部の既存住宅を改善

団地の集約化に併せて、一部の既存住宅の改善

既存住宅の改善

団地全体をUR賃貸住宅以外の用途へ転換

全面借地方式市街地住宅を譲渡等、特別借受賃貸住宅を返還

再生・再編の考え方

団地別整備方針の考え方図1

は
　
じ
　
め
　
に

石倉　健彦　Written by Takehiko Ishikura

共
施
設
、
再
開
発
ビ
ル
な
ど
の
設
計
に
従
事
。
大
阪
府
公
社
山

田
西
Ａ
団
地
で
府
景
観
建
築
賞
受
賞
他
。 
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こ
の
よ
う
に
多
様
な
手
法
に
よ
り
団
地
再
生
を
行

う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
個
別
的
な
整
備
の

メ
ニ
ュ
ー
に
着
目
す
る
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
型
の
「
建
替
」

で
は
な
く
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
残
存
さ
せ
て
再
生
さ
せ

る
手
法
に
つ
い
て
は
、
住
戸
内
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
イ

ン
フ
ィ
ル
改
修
）
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
後
付
け

し
た
り
（
ク
ラ
デ
ィ
ン
グ
改
修
）
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
実
績
が
あ
る
も
の
の
、
住
棟
全
体
を
外
観
も
含
め
て

総
合
的
に
改
修
し
て
新
た
な
商
品
と
し
て
再
供
給
す

る
よ
う
な
「
ス
ケ
ル
ト
ン
改
修
」
に
つ
い
て
は
、
実
際

に
は
再
生
手
法
の
選
択
肢
と
な
り
得
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
に
手
を
加
え
る

際
に
は
「
建
替
」
か
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
の
二
者
択
一

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
真
に
多
様

で
柔
軟
な
手
法
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
環
境
に
大
き

な
負
荷
を
与
え
ず
に
、
か
つ
住
棟
改
修
に
よ
っ
て
全
く

新
た
な
ス
ト
ッ
ク
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
両
者
の
中

間
的
な
手
法
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
実
情
を
背
景
と
し
て
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

で
は
、
住
棟
単
位
で
の
改
修
技
術
開
発
を
集
中
的
に
行

う
べ
く
、
こ
れ
を
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
」
と
称
し
て

平
成
18
年
度
か
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。 

　
以
降
で
は
、
東
京
と
大
阪
に
お
け
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

の
具
体
の
住
棟
を
対
象
と
し
て
進
行
中
の
「
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
計
画
」
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

     

　
技
術
開
発
の
実
践
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
、
実
際
に

建
替
事
業
を
実
施
中
の
機
構
賃
貸
団
地
の
一
部
に
お

い
て
解
体
予
定
の
住
棟
を
活
用
し
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で

基
本
的
な
改
修
内
容
や
住
戸
性
能
、
費
用
面
の
条
件
等

を
設
定
し
た
上
で
民
間
事
業
者
に
対
し
て
技
術
開
発

提
案
を
募
集
し
、
審
査
を
行
っ
て
採
用
さ
れ
た
案
に
つ

い
て
当
該
事
業
者
と
都
市
機
構
と
の
共
同
研
究
と
し

て
試
験
的
に
施
工
を
行
う
と
同
時
に
様
々
な
検
証
を

行
う
こ
と
と
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、「
ひ
ば
り
が
丘
団
地
（
東
京
都
西
東

京
市
）」
と｢

向
ヶ
丘
第
一
団
地
（
大
阪
府
堺
市
）」
に
存

す
る
住
棟
で
あ
る
。 

　「
ひ
ば
り
が
丘
団
地
」
は
、
昭
和
34
年
４
月
に
管
理

開
始
さ
れ
た
約
２
７
０
０
戸
の
大
団
地
で
あ
る
。
建
替

事
業
は
平
成
10
年
度
よ
り
着
手
し
て
お
り
、
現
在
も
進

行
中
で
あ
る
。 

　
ス
ト
ッ
ク
改
修
の
実
験
と
し
て
選
定
し
た
の
は
、
道

路
で
区
画
さ
れ
た
敷
地
内
の
３
棟
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

１
棟
は
、
機
構
自
ら
改
修
計
画
を
立
案
・
設
計
す
る
こ

と
と
し
、
他
の
２
棟
に
つ
い
て
民
間
か
ら
改
修
提
案
を

募
る
こ
と
と
し
た
。 

　
２
棟
の
対
象
住
棟
は
、
い
ず
れ
も
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
の

壁
式
構
造
中
層
階
段
室
型
（
Ａ
棟
４
階
段
、
Ｂ
棟
３
階

段
）
で
、
住
戸
は
全
て
同
じ
タ
イ
プ
の
２
Ｄ
Ｋ
56
戸
（
約

35 
 m2

）
で
あ
る
。
住
戸
内
の
改
修
提
案
に
つ
い
て
は
、

機
構
の
指
定
す
る
代
表
住
戸
（
各
棟
４
戸
）
の
み
と
す

る
が
、
外
観
を
一
新
す
る
と
い
う
主
旨
か
ら
、
外
部
塗

装
・
外
部
サ
ッ
シ
・
バ
ル
コ
ニ
ー
手
す
り
等
は
全
面
改

修
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。 

　
Ａ
棟
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
Ｅ
Ｖ
の
設
置
を

条
件
と
し
、
Ｅ
Ｖ
の
位
置
を
既
存
階
段
室
内
に
納
め
る

こ
と
と
し
た
。
住
戸
内
改
修
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
向

け
改
修
（
４
階
）、
２
戸
１
化
（
４
階
）、
低
床
化
（
１
階
）、

提
案
者
独
自
の
コ
ン
セ
プ
ト
型
（
４
階
）
を
そ
れ
ぞ
れ

改
修
条
件
と
し
た
。 

　
Ｂ
棟
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｖ
非
設
置
に
よ
る
魅
力
ア
ッ

プ
を
条
件
と
し
、
住
戸
改
修
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
ー
ク

ア
ッ
プ
を
３
階
ま
で
と
し
て
３
―
４
階
を
メ
ゾ
ネ
ッ

ト
化
す
る
と
と
も
に
４
階
を
一
部
減
築
し
た
屋
外
テ

ラ
ス
化
（
３
―
４
階
）、
２
戸
１
化
（
２
階
）、
高
齢
者

向
け
改
修
（
１
階
）、
張
り
出
し
増
築
を
伴
う
用
途
転

換
（
１
階
）
を
そ
れ
ぞ
れ
改
修
条
件
と
し
た
。 

　
選
定
さ
れ
た
の
は
、
Ａ
・
Ｂ
棟
い
ず
れ
も
（株）
竹
中
工

務
店
案
で
あ
る
（
図
２
）。
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、
住

ひばりが丘団地ルネッサンス計画（上：A棟、下：B棟）図2

「
住
棟
改
修
」
と
い
う
選
択
肢

　
〜
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
」

ひ
ば
り
が
丘
団
地
に
お
け
る
試
み
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以
降

東
京

大

都
市
機
構

の
具
体
の
住
棟
を
対
象
と
し
て
進
行
中
の
「
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
計
画
」
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

段
）

住
戸

全

5
戸
（
約

35 
 m2

）
で
あ
る
。
住
戸
内
の
改
修
提
案
に
つ
い
て
は
、

機
構
の
指
定
す
る
代
表
住
戸
（
各
棟
４
戸
）
の
み
と
す

棟
南
面
に
構
造
フ
レ
ー
ム
を
設
置
し
て
バ
ル
コ
ニ
ー

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
北
面
に
は
設
備
コ
ア
を
設
置

し
て
将
来
の
配
管
更
新
を
容
易
に
し
、
機
能
上
・
外
観

上
と
も
従
来
の
階
段
室
型
住
棟
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
遮
音
技
術
や
エ
コ
ロ
ジ
ー

技
術
等
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
基
本
性
能
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
環
境
負
荷
が
少
な
い
計
画
が
意
図
さ

れ
て
い
る
。
既
存
住
棟
の
性
能
・
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
幅
広
い
需
要
層
、
多
様
な
居
住
者
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
提
案
で
あ
る
（http://w

w
w
.ur-

net.go.jp/rd/hibari0302/index.htm
l

）。 

　
現
在
、
選
定
提
案
を
ベ
ー
ス
と
し
て
竹
中
工
務
店
と

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
協
議
に
基
づ
い
て
設
計
を
行
っ
た
上
、

具
体
の
施
工
中
で
あ
り
、
平
成
21
年
７
月
頃
に
は
竣
工

す
る
予
定
で
あ
る
。
試
験
施
工
と
い
う
主
旨
に
鑑
み
、
施

工
方
法
や
構
造
架
構
方
式
等
に
つ
い
て
複
数
の
手
法
に

よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
所

定
の
検
証
（
施
工
性
・
騒
音
・
デ
ザ
イ
ン
性
・
工
期
・
コ
ス

ト･

居
住
性
・
商
品
性
等
々
）
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

      

　「
向
ヶ
丘
第
一
団
地
」
は
昭
和
35
年
９
月
に
管
理
開

始
さ
れ
た
約
１
１
０
０
戸
の
団
地
で
、
平
成
14
年
度
よ

り
建
替
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。 

　
ス
ト
ッ
ク
改
修
実
験
の
対
象
と
し
た
の
は
、
ひ
ば
り

が
丘
と
同
様
に
階
段
室
型
の
３
棟
（
26
〜
28
号
棟
）
で

あ
る
。
26
・
27
号
棟
は
壁
式
構
造
４
階
建
（
北
入
り
）

３
Ｋ
32
戸
（
約
50 
 m2

）、
28
号
棟
は
ラ
ー
メ
ン
構
造
５

階
建
（
南
入
り
）
２
Ｄ
Ｋ
30
戸
（
約
44 
 m2

）
で
あ
る
。 

　
向
ヶ
丘
に
お
い
て
も
、
代
表
住
戸
の
改
修
と
と
も
に

住
棟
改
修
の
条
件
を
設
定
し
た
が
、
民
間
の
創
意
工
夫

を
よ
り
引
き
出
す
た
め
、
26
号
棟
を
自
由
提
案
と
し

た
他
、
住
棟
ご
と
に
改
修
テ
ー
マ
を
設
け
て
共
同
研
究

者
を
募
集
す
る
こ
と
と
し
、
３
棟
と
も
（株）
戸
田
建
設

グ
ル
ー
プ
が
選
定
さ
れ
た
。 

　
26
号
棟
は
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

向
け
た
団
地
再
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
階
段
室
を
保
存

し
つ
つ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
Ｅ
Ｖ
の
増
築
計
画
を

提
案
し
、
４
階
の
一
部
減
築
に
よ
る
屋
上
テ
ラ
ス
の
創

出
と
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
設
置
、
１
階
居
室
の
増
築
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
資
す
る
縁
側
廊
下
や
街
角
テ

ラ
ス
の
設
置
等
を
行
う
。
27
号
棟
は
「
生
活
ク
オ
リ
テ

ィ
の
向
上
と
し
て
の
団
地
再
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
Ｅ

Ｖ
増
築
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
住
戸
の
遮
音
性
能

の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
他
、
１
階
住
戸
を
ピ
ロ
テ
ィ

と
し
て
改
修
し
、
通
り
抜
け
動
線
を
確
保
し
た
り
、
増

築
を
伴
う
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
28
号
棟
は
「
環
境
共
生
社
会
に
貢
献
す

る
団
地
再
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
上
部
２
層
の
減
築
に

よ
り
耐
震
性
能
を
向
上
さ
せ
る
他
、
最
上
階
に
吹
き
抜

け
の
あ
る
住
宅
を
計
画
し
、
勾
配
屋
根
に
よ
る
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
の
景
観
形
成
を
図
る
。
ま
た
、
解
体
し
た
床
ス

ラ
ブ
な
ど
を
屋
外
デ
ッ
キ
の
基
礎
と
し
て
再
利
用
す

る
他
、
断
熱
性
能
の
向
上
な
ど
に
も
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
（
図
３
）。
現
在
、
戸
田
建
設
グ
ル
ー
プ
と
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
の
間
で
具
体
の
設
計
を
進
め
て
お
り
、
平

成
22
年
３
月
に
は
竣
工
予
定
で
、
そ
の
後
検
証
を
行

う
予
定
で
あ
る
（http://w

w
w
.ur-net.go.jp/w

est/ 

Renaissance/

）。 

　
ひ
ば
り
が
丘
の
実
験
に
比
し
て
向
ヶ
丘
の
場
合
は
、

住
棟
の
姿
そ
の
も
の
を
大
胆
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
屋
外
計
画
ま
で
含
め
て
街
区
単
位
で
団
地
の
生
ま

れ
変
わ
っ
た
姿
を
見
せ
る
と
と
も
に
、
再
生
さ
れ
た
団

地
で
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
な
ど
、
集
住
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
の

が
特
徴
的
で
あ
る
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
団
地
再
生
の
実
験
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
竣

工
の
折
に
は
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
も
の
と
思
っ
て

い
る
。 

      

　
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
住
棟
改
修
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
建
築
基
準
法
を
は
じ

ひばり図2

向ヶ丘第一団地ルネッサンス計画図3

法 

的 

な 

課 

題

向
ヶ
丘
第
一
団
地
に
お
け
る
試
み
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め
と
す
る
関
連
法
規
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
行
の
建
築
基
準
法
（
以
下
「
基
準
法
」）
は
、
こ
の
よ

う
な
改
修
を
想
定
し
て
お
ら
ず
（
特
に
「
減
築
」
に
つ

い
て
は
全
く
想
定
さ
れ
て
い
な
い
）、
現
時
点
で
は
、

各
特
定
行
政
庁
の
建
築
主
事
の
個
別
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。 

　
基
本
的
な
前
提
と
し
て
は
、
改
修
の
対
象
と
な
る
住

棟
は
旧
耐
震
基
準
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
「
既
存
不
適

格
建
築
物
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
改

修
を
行
う
際
に
、
ま
ず
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
基
準

法
施
行
令
第
１
３
７
条
の
12
第
１
項
（
大
規
模
の
修
繕
・

大
規
模
の
模
様
替
）
の
解
釈
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

「
１
の
主
要
構
造
部
の
過
半
の
改
変
」
の
判
定
（
基
準

法
第
２
条
第
１
項
14
号
、
15
号
）
で
あ
る
。
こ
の
際
、

過
半
の
改
変
に
当
た
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
現
行

法
規
に
適
合
す
る
必
要
が
生
じ
る
た
め
既
存
住
棟
を

｢

新
耐
震
基
準
」
に
適
合
す
る
ま
で
補
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
柱
・
壁
・
梁
・
杭
の
増
し
打
ち
等
が
生
じ
る

こ
と
と
な
り
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
（
実
行
可
能
性
）

が
極
め
て
低
く
な
る
。 

　
ま
た
、
大
規
模
模
様
替
え
に
当
た
ら
な
い
と
判
定
さ

れ
た
場
合
で
も
、
新
設
す
る
階
段
・
廊
下
の
構
造
に
よ

っ
て
は
、
既
存
躯
体
の
補
強
が
必
要

と
な
る
場
合
も
あ
る
（
新
設
階
段
・

廊
下
等
を
自
立
構
造
と
し
た
場
合
は

既
存
躯
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い

が
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
選
択
肢
が
低
く

な
り
、
長
期
の
商
品
性
に
つ
い
て
の

問
題
点
が
残
る
）。
参
考
ま
で
に
、
既

存
不
適
格
建
築
物
の
増
築
・
改
修
等

の
構
造
規
定
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を

示
す
（
図
４
）。 

      

　「
団
地
再
生
」
と
い
う
コ
ト
バ
は
、
わ
が
国
に
お
い

て
も
頻
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し

て
き
た
よ
う
に
、
住
棟
改
修
の
技
術
的
な
課
題
は
法
的

整
備
も
含
め
て
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
団
地
再

生
の
真
の
課
題
は
改
修
技
術
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で

は
な
い
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

　
日
本
の
総
人
口
は
既
に
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
今
後
は

土
地
を
極
度
に
高
度
利
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
環
境
負
荷
低
減
の
観

点
か
ら
も
、
既
存
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
改
修
し
な
が
ら

大
切
に
利
用
し
続
け
る
の
が
正
解
で
あ
る
と
い
う
論

調
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
そ
れ
で
も
な
お
「
団
地
再
生
」
は
、
現
時
点
で
は
大

き
な
流
れ
を
形
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に

は
や
は
り
、
新
築
∨
中
古
と
い
う
「
国
民
的
幻
想
」（
建

て
直
し
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
）
が
底
流
に
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旧
公
団
住
宅
が
、
そ
も
そ

も
は
応
急
的
な
戦
後
復
興
施
策
と
し
て
始
ま
っ
た
の

で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。 

　
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
変
え
、
再
生
に
つ
い
て
の
新
た

な
「
国
民
的
合
意
」
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
こ
で

紹
介
し
た
よ
う
な
新
し
い
技
術
を
ツ
ー
ル
と
し
て
有

効
に
使
い
な
が
ら
、
団
地
再
生
の
魅
力
的
な
姿
を
早
く

実
際
に
見
せ
て
評
価
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

  

CEL

・
・ 

既存不適格建築物の
増築・改修等の構造規定

図4

NO
NO

NO

YES

YES

YES

（１) 現時点の耐震性
が維持できること

（２) 耐震診断基準に
      適合すること

（３） 建物全体で
       許容応力度計算

（４） 現行規定が
       適用される

既存建物NG部材の補強が必要

既存建物コンクリートの
かぶり厚さ等、仕様規定
への対応が必要

A：既存建築物の 
　　基準時の延べ面積 

増築部分又は修繕部分等
がA/2以下かつ
50m2以下

増築部分又は修繕部分等
がA/2以下

Exp.J等で
分離する

令137条の2第2号イ
及びロ

H17告示566号
第1項第一号ロ但し書

令137条の2第2号イ 法86条の7に非該当

START

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
西
日
本
支
社
住
ま
い
サ
ポ
ー
ト

業
務
部
次
長
。
1
9
5
6
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
工
学
部
建
築

学
科
卒
業
、
専
門
は
住
宅
計
画
。
主
な
著
書
は
、『
現
代
社
会
と

ハ
ウ
ジ
ン
グ
』（
共
著
、
彰
国
社
）、『
日
本
に
お
け
る
集
合
住
宅

計
画
の
変
遷
』（
共
著
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
な
ど
。 

　
石
倉
　

健
彦
（
い
し
く
ら
・
た
け
ひ
こ
） 

終
　
わ
　
り
　
に
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